
Uber Eatsのビジネスモデル

⾃社でデリバリー⼈員を抱えられない飲⾷店と、ギグワーカーをマッチングすることで、新たなデリバリーの形を

実現したのが、UberEatsのビジネスモデルです。

Uber
E a t s

【凡例】 処理の流れ

お⾦の流れ

¥

モノゴトの流れ

利⽤者

飲⾷加盟店

配達パートナー

①検索・注⽂

②調理依頼

③調理承諾

④配達依頼

⑤配達承諾

⑥商品引渡

⑦配達

¥
⑧⽀払い
料理代⾦＋配達料

¥ ⑨⽀払い
料理代⾦ – 利⽤料(xx%)

¥
⑨配達代の⽀払

潜在顧客

⓪販促・集客

⓪会員登録

時間的制約から働け
なかった層を
ギグワーカーとして
活⽤した新モデル︕

引用： ラクプレ 簡単に書けるビジネスモデル図解
https://raku-pre.com/bizmodel/



販売事業者
販売事業者

利⽤者
利⽤者

AMAZONマーケットプレイスのビジネスモデル

AMAZON
Market Place

利⽤者 販売事業者

凡例 モノゴトの流れ 契約関係 お⾦の流れ

売買契約

注⽂ 受注通知

出店契約

⽀払(クレジット等) ⽀払(代⾦ – ⼿数料)

• ECインフラ提供
• 会員管理

• マーケティング

配送業者

提携 配送費⽤

商品発送配送

• 商品管理(MD)
• 商品登録

• 商品出荷

EC販売インフラ、集客・販促などをAMAZONが担い、販売事業者は商品登録すれば簡単にEC販売が可能

Option機能
も多数あり

引用： ラクプレ 簡単に書けるビジネスモデル図解
https://raku-pre.com/bizmodel/



point
point

利⽤者

プロスタイリスト

新規企画：ファッションサブスクのビジネスモデル

「AIによる的確な趣味嗜好分析」と「プロスタイリストの商品選定／カウンセリング」をコアとした新たなサブスク
最終的にはトレンド予測による⾃社製品（D2C）開発により、新たなSPA（製造⼩売業）を⽬指す

【凡例】
処理の流れ モノゴトの流れ お⾦の流れ

¥

利⽤者情報
AI

会員登録／趣味嗜好の登録

fashionサブスク

⼯場（OEM）
OEM商品の供給

トレンド商品の開発委託

商品代⾦
¥

アパレルブランド商品の供給

商品代⾦
¥

利⽤者情報発送商品の選定

商品の供給

商品の感想・評価

⽉額会員費⽤
¥

ü 趣味嗜好の分析

ü トレンド予測

ü スタイリストの
ノウハウ蓄積

D2Cブランド開発

STEP1

STEP2

ü プロのスタイリストが
コーディネートした洋服を定
額で利⽤可能︕

ü 届いた商品を評価することで、
好みの商品だけが届くサービ
スに育てることが可能

ü 利⽤者の趣味嗜好からトレンドを予測し、
独⾃のD2Cブランドを企画

ü 最終的には新しい形のSPA を⽬指す

引用： ラクプレ 簡単に書けるビジネスモデル図解
https://raku-pre.com/bizmodel/


